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１．研究計画の概要 

国内研究機関および大学の研究者が個人
ベースで開発してきたプラズマ・壁相互作用
とダイバータ・境界層プラズマを取り扱う先
進的なシミュレーションコードを統合し、基
礎実験データに基づくシミュレーションモ
デルの評価および実機実験データ解析によ
るシミュレーションコードの評価と性能向
上を計りながら、トリチウムの炉内蓄積量と
炉外への排出速度とを定量評価できるシミ
ュレーションコードを開発する。これによっ
て、本領域の目的であるトリチウムの安全性
を確保し、経済的に成立する核融合炉の燃料
システムの構築に貢献する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本特定領域発足後いち早く、関連コードを
開発している国内外の研究者による連携研
究を立ち上げ、コード間ベンチマークによる
素過程モデルの評価、実機実験データ解析に
よるコードの総合評価と性能向上、時間・空
間発展および自己無撞着な炉内トリチウム
蓄積評価のためのコードの結合と総合化、さ
らに必要な素過程データベースの構築を進
めた。 
 
（１）プラズマ・壁相互作用コード EDDY（徳
島大）で炭素壁ダイバータのトリチウム蓄積
評価を行うとともに、タイルギャップ、再堆
積層、材料混合層での蓄積や、プラズマ中に
飛散するダスト粒子の挙動（核融合研）など
核融合炉実環境を想定したコード開発に成
功した。 
 
（２）炉内プラズマ対向壁のトリチウム蓄

積・放出挙動に関する研究（核融合研、岡山
理科大、同志社大）も着実に進展し、トリチ
ウム・材料相互作用のミクロ現象のシミュレ
ーションから、実機複雑環境下の炉壁のトリ
チウム蓄積・放出挙動のマクロ現象が予測可
能となった。 
 
（３）炭素ダイバータとタングステンダイバ
ータを想定したダイバータプラズマ総合コ
ード SONIC（原子力機構）とプラズマ不純
物輸送コード IMPGYRO（慶應大）への
EDDY コードの結合が完了し、統合シミュレ
ーションコード開発もほぼ見通しを得た。 
 
３．現在までの達成度 

当初の計画以上に進展している。 
（理由） 

（１）ダイバータ近傍のシミュレーションか
ら炉壁とコアプラズマも含む巨視的なシミ
ュレーションも可能となり、国産技術による
総合コード開発の見通しを得た。 
 
（２）モデリング手法の開発や新たな物理現
象の発見などの学術的な成果を核融合の主
たる国際会議や著名な学術論文誌に多数発
表し、国際会議等で活躍する若手研究者も原
子力機構、核融合研、名古屋大、慶應大、徳
島大等で育っており、国内外のコード開発者
の有機的連携による効果は大きい。 
 
（３）平成 21 年度実施された領域の中間評
価に関わる意見（炉内のトリチウムの除去・
回収についての研究を進めることを強く期
待する）に迅速に対応して、水素同位体除去
に関わる物理過程をシミュレートするコー
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ド開発にも成功し、炉壁中の水素同位体挙動
の解析と除去・回収に係る研究を進めた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）これまで開発した統合シミュレーショ
ンコードを用いて、JT60U や LHD 等の国内核
融合装置および海外の主要大型装置の実験
データ解析を進め、コードを評価しモデルを
改良して ITER 等の炉内トリチウム蓄積量の
評価精度の向上を図る。 
 
（２）A01 班がこれまで基礎実験等で蓄積し
た膨大なデータから詳細モデルを構築し、プ
ラズマ対向材料のトリチウム蓄積と放出挙
動の評価精度向上を図り、精度の高いトリチ
ウム蓄積・放出評価を目指す統合シミュレー
ションコードへフィードバックする。 
 
（３）A01 班が進める水素同位体除去法開発
と連携し、除去に関わる物理過程を明らかに
する。トリチウム除去量の評価は、トリチウ
ムの回収・増殖、閉じ込めを扱う B班や C班
との連携研究へと繋げる。これによって、本
研究領域の設定目的である安全性と経済性
の両面から整合性を確保したトリチウムシ
ステムの設計に貢献する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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